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風水害から
学ぶこと



　

次
に
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
指
定
緊
急

避
難
場
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

指
定
緊
急
避
難
場
所
は
、
基
本
的
に
は

「
一
次
避
難
所
」
で
あ
る
小
・
中
学
校
と

同
じ
場
所
を
指
定
し
て
い
ま
す
が
、
災
害

の
種
類
に
よ
っ
て
、
避
難
先
が
変
わ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

避
難
場
所
を
誤
る
と
、
か
え
っ
て
危
険

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
は
、
市
内
で
も
多
数
の
風
水
害
の

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
特
に
、
10
月
の

台
風
21
号
に
よ
る
集
中
豪
雨
で
は
、
那
加

甥
田
町
に
「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難

開
始
」が
出
さ
れ
、
35
人
が
避
難
し
て
い

ま
す
。

　

昨
年
の
風
水
害
か
ら
得
た
教
訓
を
、
実

際
に
避
難
に
携
わ
っ
た
那
加
二
東
部
門
前

町
４
自
治
会
長
に
伺
い
な
が
ら
、「
確
認
す

る
」「
避
難
す
る
」「
支
え
合
う
」
の
３
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
考
え
て
い
き
ま
す
。
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避
難
場
所
を
確
認

　

ま
ず
、
自
宅
や
職
場
が
ど
の
よ
う
な
災

害
の
危
険
が
あ
る
の
か
を
知
っ
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
市
で
は
、
洪
水
と
土
砂

災
害
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
下

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
や
「
市

防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

風水害から学ぶこと
ー平成 29年の風水害を振り返ってー

昨年は、日本各地で、風水害の被害が特に注目された年でした。
災害は突然やって来ます。明日、今日、そして今、災害が起きないとは限りません。風水害に
備えるために、私たちができること、そして、すべきことは何か…。一緒に考えましょう。

詳細　防災対策課☎ 058-383-1190

　

市
で
は
、
大
雨
に
よ
り
災
害
の
可
能
性

が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
避
難
情
報

を
発
令
し
ま
す
。
屋
外
に
設
置
し
て
あ
る

防
災
行
政
無
線
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
情

報
媒
体
か
ら
情
報
発
信
を
行
な
い
ま
す
。

　

台
風
の
接
近
や
大
雨
の
時
は
、
お
住
ま

い
の
地
域
に
避
難
勧
告
な
ど
が
発
令
さ
れ

て
い
な
い
か
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
の
放
送
が
聞
き

取
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
災
害
情
報
ス

ピ
ー
カ
ー
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
☎
０
５
８

（
３
８
０
）
５
０
５
５
で
確
認
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

避
難
情
報
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
、
危
険

が
近
づ
い
て
い
る
場
合
は
、
早
め
に
指
定

緊
急
避
難
場
所
な
ど
の
安
全
な
場
所
へ
避

難
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

し
か
し
、
夜
間
や
集
中
豪
雨
な
ど
、
外

へ
出
る
と
か
え
っ
て
危
険
な
場
合
も
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
と

き
は
、
自
宅
な
ど
建
物
の
２
階
で
身
の
安

全
を
確
保
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
一
人
一
人
の

置
か
れ
た
状
況
は
異
な
り
ま
す
。
大
切
な

こ
と
は
、
ま
ず
は
自
宅
や
職
場
な
ど
で
発

生
の
可
能
性
が
あ
る
災
害
に
つ
い
て
理
解

す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
危
険
が
近
づ
い
た

時
に
は
、
状
況
に
応
じ
て
、
一
人
一
人
が

命
を
守
る
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お

く
こ
と
で
す
。

　

今
年
度
自
治
会
長
を
引
き
受
け
ま

し
た
が
、
風
水
害
の
経
験
が
な
く
、

手
探
り
状
態
で
対
応
し
ま
し
た
。

　

７
月
に
、
新
境
川
の
水
位
が
急
上

昇
し
た
と
き
、
避
難
す
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
真
剣
に
考
え
ま
し
た
。

　

10
月
の
台
風
21
号
で
は
、
夜
間
に

水
位
が
上
が
っ
た
の
で
、
ま
ず
は
地

域
の
班
長
さ
ん
と
連
絡
を
取
っ
て
、

状
況
把
握
。
避
難
情
報
が
出
さ
れ
る

と
、
那
加
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
の
避
難

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
民
生
委
員
や

地
域
の
方
、
市
の
広
報
車
の
協
力
も

あ
っ
て
、高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
無
事

に
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

何
を
し
た
ら
よ
い
か
考
え
て
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
動
揺
し
、
周
り

の
方
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
普

段
か
ら
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
、
い

ざ
と
い
う
時
に
助
け
合
え
る
と
実
感

し
ま
し
た
。

写真①：各務おがせ町 9丁目の道路冠水のようす
写真②：各務山の前町 4丁目の排水路増水のようす
写真③：鵜沼三ッ池町 1丁目の地下道冠水のようす
写真④：各務おがせ町 3丁目の道路冠水のようす

災害種別により変更となる指定緊急避難場所

那加第二小学校

那加第三小学校

稲羽西小学校

稲羽中学校

那加第一小学校

→

→

→
→
→

洪水のとき
　那加福祉センター

　那加中学校

　稲羽西福祉センター

　稲羽西福祉センター

 　   土砂災害のとき

　桜体育館

地震のとき

平成29年に 市内で
発生した被害まとめ

 人的被害（軽傷） 1 件

 床下浸水 32 件

 道路冠水 20 件

 倒木 14 件

 暴風被害 9 件

 土砂流出 4 件
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1

　　　　　　  防災ハンドブックは各家庭に配布し、防災対策課
　　　　　　   や市民サービスセンターでも配布しています。

情報メール　t-kakamigahara@sg-m.jp
市公式 LINE
ユーザー名　各務原市
ID　@kakamigahara
市公式ツイッタ－
アカウント　@kakamigahara_PR

避難情報はメールや LINE などでも発
信します。ぜひ、ご登録ください。

10 月の台風 21 号では、那
加甥田町に「避難準備・高
齢者等避難開始」を発令
しました。この地区の指
定緊急避難場所は、小学
校ではなく、那加福祉セ

ンターですが、地
域の皆さんが間違
うことなく避難さ
れたので、安心し
ました。

那加二東部門前町 4自治会長　喜多川勇夫さん

情報メール LINE ツイッター

避
難
す
る

支
え
合
う

　

災
害
に
備
え
て
個
人
に
で
き
る
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
実
際

に
「
避
難
す
る
」
と
な
っ
た
と
き
、
地

域
の
支
え
合
い
や
助
け
合
い
が
大
切
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　
毎
日
の
あ
い
さ
つ
で
声
を
掛
け
あ
っ

た
り
、
地
域
の
行
事
に
参
加
し
た
り
し

て
、
顔
見
知
り
に
な
っ
て
お
く
こ
と
が

支
え
合
い
の
第
一
歩
で
す
。

  
外
に
出
る
こ
と
だ
け
が

  

避
難
で
は
あ
り
ま
せ
ん

  

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認

確
認
す
る

  

避
難
情
報
を
集
め
る

防災対策課職員に聞きました

危
険
が
迫
っ
て
き
た
と
き
、

何
が
で
き
る
か
、

考
え
て
お
く
こ
と
が
大
切

ハザードマップ
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詳細 ｜ 市民税課☎ 058-383-1114、岐阜南税務署☎ 058-271-7111

生命保険料、個人年金保険料または
介護医療保険料の控除証明書

寄附した団体から交付された寄附金
の領収書、証明書など

▼被災証明書 ▼損害を受けた資産の
時価が分かるもの ▼災害関連支出の
領収書など

▼健康保険や生命保険などから医療費に対し補てんを受けている場合、金額の分かる書類など。※健康保険に
よっては、高額療養費の申請時に領収書が必要となります。先に高額療養費を申請してください ▼ 医療費控除
との選択ができる「セルフメディケーション税制」での申告の場合、健康の保持増進及び疾病の予防に対し一
定の取組を行ったことを明らかにする書類と特定一般用医薬品などの購入費の額などの記載のある明細書 ※
平成 29 ～ 31 年分までの確定申告は、領収書の添付または提示によることもできます

▼住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書 ▼ 家屋の登記事項証明書 ▼建築工事請負契約書または家屋の
売買契約書の写し
※家屋の増改築をした方は、上記の書類に加え、建築確認済証（写し）、検査済証（写し）または増改築等工
事証明書も必要です
※家屋とともに購入した、その敷地に係る借入金のある方は ▼敷地の登記事項証明書 ▼敷地の売買契約書（写
し）も必要です

生命保険料
控除

寄附金控除

雑損控除

▼国民年金保険料＝支払証明書 ▼ 国民健康保険料・介護
保険料・後期高齢者医療保険料＝「納付済額のお知らせ」
など平成 29 年中の支払金額の分かるもの

地震保険料の控除証明書

▼身体障害者手帳 ▼療育手帳 ▼精神障害者福祉手帳 ▼要
介護認定を受けている人は、「障害者控除対象者認定書」

社会保険料
控除

地震保険料
控除

障害者控除

医療費控除

住宅借入金
等特別控除
（平成 29年
中に入居し
た方）

　　

平
成
29
年
分
の
所
得
税
と
復
興
特
別
所

得
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
と
地
方
消

費
税
、
贈
与
税
の
確
定
申
告
会
場
を
開
設

し
ま
す
。
会
場
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
用

し
た
確
定
申
告
書
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

【
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
会
場
】

受
付
期
間　

２
月
16
日
～
28
日
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）
の
午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時

場
所　

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
1
階
あ
す
か

ホ
ー
ル
（
那
加
桜
町
２
）

備
考　

▼
期
間
中
は
会
場
内
で
、
税
理
士

に
よ
る
「
無
料
税
務
相
談
所
」
を
開
設
し

ま
す
▼
市
役
所
で
は
所
得
税
の
申
告
書
作

成
指
導
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
▼
で
き
る
だ

け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
▼

車
で
来
場
の
方
は
、
市
民
公
園
、
中
央
図

書
館
、
学
び
の
森
駐
車
場
な
ど
の
公
共
駐

車
場
（
３
時
間
ま
で
無
料
）
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
▼
路
上
駐
車
や
、
民
間
店
舗
な
ど

へ
の
駐
車
は
お
や
め
く
だ
さ
い

【
マ
ー
サ
21
会
場
】

受
付
期
間　

２
月
16
日
～
３
月
15
日（
土
・

日
曜
日
を
除
く
。た
だ
し
、２
月
18
日（
日
）

２
月
25
日（
日
）は
開
設
）午
前
９
時 

～ 

午

後
５
時
（
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
）

【
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
の
利
用
案
内
】

　

消
費
税
や
地
方
消
費
税
、
所
得
税
の
確

定
申
告
、
贈
与
税
の
申
告
な
ど
に
関
す
る

相
談
は
、「
確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間　

３
月
15
日
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

利
用
方
法　

左
記
番
号
に
電
話
し
て
、
自

動
音
声
案
内
に
従
い
、
該
当
番
号
を
選
択

詳
細　

岐
阜
南
税
務
署
☎
０
５
８
（
２
７

１
）
７
１
１
１

【
税
理
士
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
検
索
】

　

税
理
士
を
お
探
し
の
場
合
は
、
日
本
税

理
士
連
合
会
「
税
理
士
情
報
検
索
サ
イ

ト
」（https://w

w
w

.zeirishikensaku.
jp

）で
税
理
士
な
ど
の
検
索
が
で
き
ま
す
。

【
申
告
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
便
利
！
】

　

申
告
書
の
作
成
は
、
国
税

庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
が

便
利
で
す
。
ま
た
、
自
宅
や

オ
フ
ィ
ス
な
ど
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

「
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
」（w

w
w

.
e-tax.nta.go.jp

）で
申
告
・

申
請
が
で
き
ま
す
。イ
ー
タ
ッ

場
所　
「
マ
ー
サ
21
」
４
階
マ
ー
サ
ホ
ー

ル
（
岐
阜
市
正
木
中
１
の
２
の
１
、
地
図

参
照
）

ク
ス
の
利
用
に
は
、
市
民
課
窓
口
で
発
行

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド

な
ど
の
電
子
証
明
書
が
必
要
で
す

【「
記
載
漏
れ
」に
ご
注
意
を
！
】

　

平
成
25
年
分
～
49
年
分
ま
で
、
復
興
特

別
所
得
税
（
原
則
と
し
て
各
年
分
の
所
得

税
額
の
2.1
％
）を
所
得
税
と
伴
せ
て
申
告
・

納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
の
作
成
時
、「
復
興
特
別

所
得
税
額
」
欄
の
記
載
漏
れ
が
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

備
考　

還
付
申
告
を
含
め
、
申
告
す
る
全

て
の
方
に
つ
い
て「
復
興
特
別
所
得
税
額
」

欄
の
記
載
が
必
要
で
す

【
ご
用
意
い
た
だ
く
も
の
】

▼
平
成
29
年
中
の
収
入
金
額（
所
得
金
額
）

や
必
要
経
費
の
分
か
る
書
類
（
給
与
や
公

的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
、
配
当
な
ど

の
支
払
通
知
書
な
ど
）
▼
印
鑑
（
ス
タ
ン

プ
印
で
な
い
も
の
）
▼
各
種
控
除
に
必
要

な
領
収
書
や
証
明
書
な
ど
▼
昨
年
の
申
告

書
な
ど
の
控
え
▼
還
付
の
方
は
振
込
先
の

口
座
番
号
が
分
か
る
も
の（
本
人
の
口
座
）

▼
筆
記
用
具
▼
親
族
関
係
書
類
・
送
金
関

係
書
類
（
国
外
に
居
住
す
る
親
族
に
係
る

扶
養
控
除
な
ど
の
適
用
を
受
け
る
場
合
）

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

▼
会
場
で
検
算
・
確
認
は
行
い
ま
せ
ん
▼

申
告
会
場
で
は
、
納
税
証
明
書
の
発
行
や

納
税
は
で
き
ま
せ
ん
▼
大
変
混
み
合
い
ま

す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
ご
来
場

TOPIC1
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い

確
定
申
告
会
場
は
２
カ
所

鏡
島
大
橋

岐
阜
環
状
線

忠
節
橋

金
華
橋

■岐阜北高校
メモリアルセンター■岐阜清流中学校■

マーサ21

「マーサ 21」位置図

く
だ
さ
い
▼
会
場
の
混
雑
の
状
況
に
よ
り

受
付
を
早
め
に
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
▼
２
月
16
日
～
3
月
15
日
の
期
間
中
、

岐
阜
南
税
務
署
で
は
申
告
書
の
作
成
指
導

は
行
い
ま
せ
ん
（
申
告
書
の
提
出
は
可
能

で
す
）
▼
自
身
で
確
定
申
告
書
を
作
成
し

た
方
は
、
〒
５
０
０

－

8
5
6
7
岐
阜

市
加
納
清
水
町
４
丁
目
22
番
地
の
２
岐
阜

南
税
務
署
へ
郵
送
す
る
か
、電
子
申
告「
イ

ー
タ
ッ
ク
ス
」（w

w
w

.e-tax.nta.go.jp

）

で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
入
が
必
要
で
す
】

　

申
告
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）

の
記
入
が
必
要
で
す
。
申
告
書
を
提
出
す

る
際
に
、
番
号
確
認
と
身
元
確
認
を
行
な

い
ま
す
の
で
、
左
記
の
書
類
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
参
＝
カ
ー

ド
で
本
人
確
認
が
可
能
で
す
。
ご
自
宅
か

ら
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
で
送
信
す
れ
ば
、
本
人

確
認
書
類
の
提
示（
写
し
の
提
出
）が
不
要

で
す
▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

で
な
い
方
＝
「
通
知
カ
ー
ド
」
や
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
あ
る
住
民
票
の
写

し
」
ま
た
は
「
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
」

な
ど
、
本
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で

き
る
書
類
1
点
と
、
運
転
免
許
証
や
公
的

医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
な
ど
、
記
載
し

た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
書
類
1
点

TOPIC3
申
告
の
注
意
事
項
や
電
話
相
談
な
ど

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

TOPIC
2

申告の前に、忘れずチェック！

各種控除に必要な書類

医療費の領収書について
平成 29 年分の確定申告から、医療費の領収書の提出の代わりに「医
療費控除の明細書」の添付が必要となりました。ただし、領収書は自
宅で５年間保存する必要があります（平成 29 ～ 31 年分までの確定申
告では、領収書の添付または提示でも可能です）。

確定申告の季節です。手続きはお早めに！

自宅で確定申告書が作成できます！
ぜひ、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」をご利用
ください（確定申告会場は大変混雑し、長時間お待ちいただく場合があります）。

所得税・復興特別所得税の

申告・納税は3月15日まで
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

採用職務 予定人員 職務内容 勤務場所

行政事務補助 1 人 来客の対応、電話対応、パソコンへの入力業務、文書の印刷など 各務原市役所

学校事務補助 1 人 来客の対応、電話対応、施設・設備の管理に必要な軽易な作業、パ
ソコンによる文書の作成、文書の印刷など 市内学校

用務員 1 人 施設内外の清掃、来客の対応、施設・設備の管理に必要な軽易な作業、
文書の印刷など ライフデザインセンター

公園管理人 1 人 市内公園の芝生の管理、樹木剪定、肩掛け式刈払機（草刈機）など
を使用した草刈や清掃など 市内公園 防ごう！自転車事故

交通事故発生状況（12月21日現在）

前年比
人身事故 429 件 － 129 件
死者 3 人 － 4 人
負傷者 526 人 － 196 人
物損事故 5105 件 62 件

日 時・ 内 容　 ① 2 月 9 日（ 金 ）
16:30～17:30＝ヨガ②21日（水）
17:30 ～ 18:20 ＝キ ッ ズ ダ ン ス

（小学生）③ 21 日（水）　19:00 ～
20:00= ティーンダンス
対象　① 16 歳以上の男女②小
学 1 年生～小学 5 年生③小学 6
年生～高校 2 年生
定員　① 18 人②③各 20 人（申
込順）
費用　各 200 円
持参品　飲み物、タオル、ヨガ
マット（①のみ、バスタオルで
も可）、トレーニングシューズ

（②③のみ、上履きでも可）
備考　費用は返金できません
申込と詳細　1 月 15 日　10:00
～、費用を持参し市民プール☎
058-370-6506

市民プール
スタジオ体験教室

  試験日　　　面接   2 月 9 日（金）
  受付期間   1 月12 日～26 日　8:30 ～ 17:15
　　　　　　   （土・日は閉庁日のため受付できません）

                ※郵送の場合は 1 月 25 日（木）必着

対象　

△

身体障害者手帳の交付を受けている方、児
童相談所・知的障害者更生相談所・精神保健福祉セ
ンター・精神保健指定医・障害者職業センターによ
り知的障がい者と判定された方または精神障害者保
健福祉手帳の交付を受けている方

△

自力で通勤がで
き、介護なしに仕事ができる方

△

口頭による面接試
験に対応できる方（詳細は要綱をご確認ください）
申込用紙の交付
窓口　人事課（市役所 3 階）、市民サービスセンター
郵送　封筒の表に「申込書請求」と朱書し、82 円分
の切手を貼って返信先を明記した返信用定形封筒

（長形 3 号）と連絡先を明記したものを同封し、各務

原市役所人事課へ送付
インターネット　市ウェブサイトから受験申込書と
受験票をダウンロードして A4 の白紙に印刷
申込方法　
所定の申込書と受験票に必要事項を記入し、写真を
貼って、窓口持参か郵送で提出
窓口　受付期間内に人事課へ提出
郵送　封筒の表に「受験申込」と朱書し、一般書留か
簡易書留で送付。その際、82 円分の切手を貼り返信
先を明記した返信用定形封筒（長形 3 号）を同封
申込と詳細　〒 504-8555 那加桜町 1-69、各務原市
役所人事課☎ 058-383-1111 内線 2238

障がい者対象

市臨時職員・嘱託職員を募集

　小・中学生が描いた、市の文化
財や風景の絵画展を行います。
期 間　

△

1 月17 日　10:00 ～ 25
日　15:00＝産業文化センター（那
加桜町 2）

△

27 日　10:00 ～ 2 月
1 日　15:00 ＝川島ライフデザイ
ンセンター（川島河田町）

△

2 日
10:00～ 8日　15:00＝中山道鵜
沼宿脇本陣（鵜沼西町 1）
詳細　各務原ユネスコ協会・加
藤☎ 058-382-5337

わたしの町の
たからもの絵画展

　 市 で は、67 団 体・2000 人 以
上のパークレンジャーが、ボラ
ンティアで市内の道路・河川・公
園・広場などの緑化や清掃など
を行っています。この活動をさ
らに広げていくため、パークレ
ンジャー大会を開催します。お
気軽にお越しください。
日時　1 月 27 日（土）   14:00 ～
16:30
場所　中央図書館 4 階多目的
ホール（那加門前町 3）
定員　150 人（当日申込順）
内容　花と緑コンクール表彰
式、活動報告、北村隆幸・せき・
まちづくり NPO ぶうめらん代
表理事による講演
詳 細　河川公園課☎ 058-383-
1111 内線 2755

第 16回パーク
レンジャー大会

　1 月 26 日の「文化財防火デー」
にちなんで、下記のとおり防災
訓練を行います。また、1 月 26
日には市内
11 カ所で防
火査察も行
います。
日時　1 月 21 日（日）　9:30 ～
10:30（小雨決行）
場所　皆楽座（鵜沼羽場町 1）
対象　地元自治会、地元消防団、
女性防火クラブなど
内容　消火器やポンプ車による
消火訓練、通報訓練など（予定）
備考　荒天時は 2 月 4 日に延期
します（当日 7:00 ～消防情報
テレホンサービス☎ 0180-995-
494 で案内）
詳細　文化財課☎ 058-383-1475

文化財防火デー
防災訓練

　県では、母子・父子家庭のお
子さんの進学などに必要な資金
の貸付をしています。
貸付金額　下表のとおり（自宅外
通学の場合は金額が異なります）
貸付利子　無利子（原則として
連帯保証人が必要です）
備考　 ▽ 申請にあたり合格通知
書などが必要です ▽ 申請から貸
付決定までは 2 カ月ほどかかり
ます ▽ 県による審査の結果、お
貸しできない場合や、申請額の
希望に添えない場合があります
申込と詳細　子育て支援課☎
058-383-7203
貸付資金一覧（自宅通学）

母子・父子家庭
修学資金など貸付

資金の種類 貸付限度額

修学資金
（授業料・
通学費など）

高校
国公立

私立
月額　2 万 7000 円
月額　4 万 5000 円

高専
国公立

私立
月額　3 万 1500 円
月額　4 万 8000 円

短大・専門学校
国公立

私立
月額　6 万 7500 円
月額　7 万 9500 円

大学
国公立

私立
月額　6 万 7500 円
月額　8 万 1000 円

専修（一般課程） 月額　4 万 8000 円

就学支度資金
（入学金・
教材費など）

小学校 4 万 600 円
中学校 4 万 7400 円

高校・高専
国公立

私立
15 万円
41 万円

短大・大学
国公立

私立
37 万円
58 万円

修業施設
中卒
高卒

7 万 5000 円
9 万円

就職支度資金（通勤のための自動車購入） 10 万円（23 万円）

修業資金（自動車の運転免許取得） 月額　6 万 8000 円（46 万円）

期間　1 月 27 日～ 28 日
申込　免許証など、市在住の証
明ができるものを改札係員へ提
示（1人の証明で4 人まで入園可）
備考　入園のみ無料になります
詳細　日本モンキーパーク（犬
山市大字犬山字官林 26）☎ 05
68-61-0870

モンキーパーク
遊園地市民招待

　「テクノプラザ地区」、「前渡
東町地区」地区計画についての
都市計画変更案を縦覧します。
期 間　1 月 19 日 ～ 2 月 2 日　
9:00 ～ 17:00（土・日曜日を除く）
場所　市役所 2 階都市計画課

（那加桜町 1）
備考　変更案についての意見書
を提出する方は、2 月 2 日まで
に意見書 1 部を都市計画課へ

（詳細は市ウェブサイトに掲載）
詳細　都市計画課☎ 058-383-19
83

都市計画の変更案
の縦覧を行います

対象　土地・家屋以外で、事業
を営むために事業用資産（構築
物、機械装置、工具、器具・備
品）を所有している方
備考　

△

事業者で申告用紙が届
いていない方、新しく資産を購
入した方、新規で事業を開始し
た方は、下記へ連絡してくださ
い

△

申告内容が前年と同じ、該
当資産がない、廃業したなどの
場合も、申告が必要です
詳細　資産税課☎ 058-383-4740

償却資産の申告は
1月 31 日までに

　パソコン初心者を対象に、地
域情報化推進員が質問に答えま
す。事前申込・費用は不要です。
日 時　2 月 2 日（ 金 ）　9:30 ～
11:30
場所　中央ライフデザインセン
ター第 1 音楽室（蘇原中央町 2）
詳細　市地域情報化推進員会事
務局☎ 058-385-5335

パソコン初心者
相談室

　市には、法務大臣から委嘱さ
れた 13 人の人権擁護委員がい
ます。１月1日付けで、清水辰巳
さん（新任）が委嘱されました。
　人権擁護委員は、暮らしの中
で起こる人権に関する問題（い
じめ、体罰、差別問題など）に対
し、法務局や市役所などで無料相
談に応じています。秘密は厳守し
ます。気軽にご相談ください。
詳細　まちづくり推進課☎ 058-
383-1884

人権擁護委員が
委嘱されました

7　　　広報各務原1月 15日号 広報各務原1月 15日号　　　6
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　来年度、中学校へ入学する児
童（平成 17 年 4 月 2 日～平成
18 年 4 月 1 日生まれの方）の
ご家庭に、入学通知書を１月中
にお届けします。
　入学通知書が 1 月中に届かな
い場合や、次のような場合は学
校教育課までご連絡ください。△

国立、私立の中学校、特別支
援学校などの中学部へ入学する△

住所、氏名などに誤りがある△

住所などを変更した、または
入学日までに住所などを変更す
る予定がある

△

他市町村発行の
入学通知書がある

△

病気、その
他やむを得ない理由のため、就
学猶予・免除を希望する
詳細　学校教育課☎ 058-383-11
18

中学校の
入学通知書を送付

【口座振替の申込】
預貯金口座のある市指定の金融
機関で申し込んでください

【振替口座の変更】
取扱金融機関や引き落し口座、
口座名義人を変える場合は、「新
規」として申し込んでください

【口座振替の廃止】
口座振替の必要がなくなった場
合や、口座を解約するときは、
金融機関で廃止手続きをしてく
ださい

【口座振替の開始など】
口座振替は、申込月の翌々月以
降の月末納期分から開始・変更・
廃止となります。1 月中に新規
申し込みを行った場合は、3 月
以降の月末納期分から開始され
ます
備考　

△

保育料・放課後児童ク
ラブ利用料、住宅使用料、下水
道事業受益者負担金は、ゆう
ちょ銀行の利用はできません

△

残高不足で口座振替ができな
かった場合は、金融機関などで
直接納めていただきます

△

保険
料の年金天引きなど、口座振替
をご利用できない場合もありま
す

△

市税、国民健康保険料、後
期高齢者医療保険料、介護保険
料は「口座振替はがき」による
申込も可能です。ただし、ゆう
ちょ銀行は申込できません
詳細　

△

市税＝税務課☎ 058-
383-4703

△

国民健康保険料＝
医療保険課☎ 058-383-1112

△

後期高齢者医療保険料＝医療保
険課☎ 058-383-1128

△

保育料・
放課後児童クラブ利用料＝子育
て支援課☎ 058-383-1154

△

水道
料金・下水道使用料＝水道料金
事務センター☎ 058-389-0051

△

介護保険料＝介護保険課☎ 058-
383-1778

△

岐阜中流用水使用料
＝農政課☎058-383-1129

△

下水

市税などの納付は
口座振替で

道事業受益者負担金＝下水道課
☎ 058-383-6607

△

住宅使用料
＝建築指導課☎ 058-383-1482

　平成 29 年中に納付された国
民健康保険料・介護保険料・後
期高齢者医療保険料の納付済額
のお知らせを、1 月下旬に送付
します。
　所得税の確定申告、または市
民税・県民税の申告の際に社会
保険料控除の参考資料としてご
利用ください。
詳細　 ▽ 国民健康保険料＝医
療保険課☎ 058-383-1112 ▽ 介
護保険料＝介護保険課☎ 058-
383-1778 ▽ 後期高齢者医療保
険料＝医療保険課☎ 058-383-11
28

「保険料納付済額の
お知らせ」の送付

【使ってください】

▽ベッド ▽ゴルフセット ▽五月
人形 ▽学習机 ▽ワープロ

【さがしています】

▽和服用ぞうり（子ども用） ▽

電気ストーブ ▽電気あんか ▽自
転車 ▽犬小屋
備 考　 ▽ 12 月 21 日現在の状
況 ▽ 一部のみ掲載、詳しくは、
市ウェブサイトをご覧ください
詳細　環境政策課☎ 058-383-42
30

登録はお電話で
不用品交換銀行

　小・中学生の登下校時間を中
心に、不審者から子どもたちを
守るボランティア活動です。「で
きるときに、できることを、楽し
みながら」を合言葉に、あいさつ
や会話を通して、ふれあいを深
めてみませんか。地域の力で子
どもたちを守り育てましょう。
申込と詳細　青少年教育課内青
少年育成市民会議事務局☎ 058-
383-1484

参加しませんか
通学路見まもり隊

【教育相談】
　学校や家庭での教育や子育て
に関する悩みを持つ保護者や
小・中学生の皆さんからの相談
に応じます。
相談日時　毎週火～土曜日　
9:00 ～ 17:30（祝日を除く）　
相談専用電話　☎ 058-383-7290

【保護者会】
　お子さんが学校に行きづらい
など、同じ悩みを持つ保護者の
方の会を行います。
日時　2 月 15 日（木）、3 月 16
日（金）　14:00 ～ 15:30

【共通事項】
場所　教育センター（那加門前
町 3、中央図書館 4 階）
詳細　教育センター「すてっぷ」
☎ 058-383-7291

教育センター
教育相談・保護者会

日程　2 月 18 日（日）　①講習Ⅰ
（大人）＝ 9:00 ～ 12:00 ②講習Ⅱ
（大人）＝ 9:00 ～ 13:00 ③救命入

門コース（大人）=14:00 ～ 15:30
場所　消防本部研修室（那加桜
町 1 ）
定員　各 20 人（申込順）
持参品　筆記用具、飲料水（自由）
備考　 ▽①②は修了証、③は参加
証を発行 ▽対象など詳細は下記へ
申込と詳細　2 月 16 日までに
電話で救急指令課☎ 058-382-3
596

受講して備えよう
普通救命講習

日時　2 月 17 日（土）　9:30 ～
16:40、18 日（日）   9:15 ～ 15:00
場所　中央ライフデザインセン
ター（蘇原中央町 3）
対象　市内在住・在勤の方
定員　60 人（申込順）
費用　4000 円（当日支払）
申込と詳細　1 月 11 日～ 2 月
9 日に、申込書に写真（縦 3.5
㎝×横 3 ㎝）1 枚を添えて、最
寄りの消防署または予防課☎
058-382-3137

甲種防火管理
新規講習

【NC 工作機械 入門】
期日　1 月 19 日（金）
費用　9800 円

【SOLIDWORKS 基礎】
期間　2 月 1 日～ 2 日（2 日間） 
費用　2 万 160 円

【CATIA  V5  サーフェス】
期間　2 月 7 日～ 9 日（3 日間） 
費用　3 万 6720 円

【共通事項】
備考　市内の方の費用（市・県
減免適用後。大企業は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 05
8-379-6370

テクノプラザ
CAD研修

　認知症の方やその家族、地域
の方が集まる「認知症カフェ」
を開催します。申込は不要です。

【くすり博物館オレンジカフェ】
日時 　1 月 21 日（日）　13:00 ～
場所　内藤記念くすり博物館（川
島竹早町）
詳細　エーザイ川島工園☎ 058
6-89-3115

【リバーカフェ】
日時 　1 月 31 日（木）　13:30 ～
15:00
場所　リバーサイド川島園（川
島河田町）
詳細　リバーサイド川島園☎
0586-89-2979

1 月の
「認知症カフェ」

　福祉有償運送とは、1 人では
交通機関を利用して外出するこ
とが困難な方が、通院などに利
用できる移送サービスです。
対象　身体障がい者、要介護（支
援）認定者、その他肢体不自由、
内部障がい、精神障がいを有す
る方
備考　

△

会員登録が必要

△

利用
料金は一般タクシーの半額程度
申込　事前に下記事業所へ予約
詳細　福祉総務課☎ 058-383-13
58
事業所一覧

ご利用ください
福祉有償運送

事業所名 所在地 電話番号

社会福祉法人  各務原市社会福祉協議会 那加桜町 2 058-383-7610

NPO 法人  福祉サポートセンターかかみがはら 鵜沼三ツ池町 5 058-379-1268

NPO 法人  さわやか伝言ばん 鵜沼東町 8 058-379-5017

NPO 法人  ほおずきの会 上中屋町 2 058-382-2201

NPO 法人  ピッコロ 鵜沼朝日町 3 058-384-6215

NPO 法人  ギフ福祉ネットワーク東部 岐阜市野一色 4 058-248-6050

NPO 法人  生活サポート・助け足ネット 岐阜市北山 1 058-243-5306

NPO 法人  ぎふ市民協おでかけ支援センター 岐阜市野一色 5 058-322-7170

対象　市内在住・在学・在勤の方
公表（閲覧）場所　市民サー
ビスセンター、市ウェブサイ
ト、市政情報コーナー（市役所
1 階）、産業文
化 セ ン タ ー、
まちづくり推
進課（市役所
4 階）など
備考　 ▽匿名や電話、口頭での
応募はできません ▽意見提出者
個人に対して、直接回答は原則
せず、市ウェブサイトなどで回
答します
申込と詳細　1 月 22 日～ 2 月
13 日（必着）に、意見記入用
紙（市ウェブサイトからダウン
ロード可）に記入し、メール m
achidukuri@city.kakamigahara.
gifu.jp、郵送、ファクスまたは
直接、〒 504-8555 那加桜町 1-
69、市役所まちづくり推進課 
　058-383-6365 ☎ 058-383-19
97

市空家等対策
計画（案）へご意見を

FAX

お詫びと訂正

　広報紙 12 月 15 日号の「く
らしとけんこう」9ページ
に掲載した、「市民体育大会
優勝者（少林寺拳法）」のイ
ラストが、実際のものと異
なっていました。
　お詫びして訂正します。

9　　　広報各務原1月 15日号 広報各務原1月 15日号　　　8



くらし　けんこうと くらし　けんこうと

精神障がい者
グループワーク

日時　毎月第 1 金曜日　10:00 ～
11:30
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
ほか
対象　市内在住で精神科病院に
通院している方　
内容　外出、調理、茶話会など
備考　書類申請が必要です
申込と詳細　社会福祉課☎ 05
8-383-1252

日時　① 2 月 19 日（月）＝蘇
原コミュニティセンター（蘇原
野口町 1）② 6 日（火）・20 日（火）
＝川島健康福祉センター（川島
松原町）③ 13 日（火）・27 日

（火）＝稲羽コミュニティセン
ター（上戸町 3）④ 5 日（月）・
26 日（月）＝総合福祉会館（那
加桜町 2）⑤ 14 日（水）・28 日

（水）＝鵜沼福祉センター（鵜
沼羽場町 1）　10:00 ～ 11:00（①
のみ 14:00 ～ 15:00）
対象　65 歳以上の方
定員　① 35 人②③ 30 人④ 60
人⑤ 50 人（申込順）
持参品　運動ができる服装、室
内用運動靴、タオル、飲み物、
生涯学習手帳（お持ちの方）
申込と詳細　④⑤のみ、1 月 16
日～ 30 日に高齢福祉課☎ 058-
383-2124

2 月の「らくらく
体操ひろば」

日時　2 月 8 日（木）　13:40 ～
15:00
場所　総合福祉会館（那加桜町 2）
備考　予約が必要です
申込と詳細　岐阜保健所健康増
進課☎ 058-380-3004

精神科医による
こころの健康相談

期 日　 ▽ 2 月 6 日（火）＝ 東 保
健相談センター（鵜沼羽場町 2）

▽ 13 日（火）＝総合福祉会館（那
加桜町 2）
受付時間　9:30 ～ 10:30
内容　生活習慣病予防などの健
康相談、血圧測定、尿検査、栄
養相談、歯科相談
持参品　健康手帳
備考　予約が必要です
申込と詳細　健康管理課☎ 058-
383-1115、東保健相談センター
☎ 058-379-7888

2 月の「健康相談」

日 時・ 場 所　 ① 2 月 4 日（日）
＝東保健相談センター（鵜沼
羽 場 町 2）② 10 日（土）＝ 総 合
福祉会館（那加桜町２）　9:30 ～
11:30
対象　①鵜沼地
区②那加・稲羽・
川島・蘇原地区
在住の、分娩予
定 日 が 平 成 30
年 4 月 ～ 6 月 の
妊婦と夫
内容　お産について、パパにで
きること、妊婦体験など
持参品　母子健康手帳、筆記用
具、動きやすい服装、バスタオ
ル 2 枚
備考　駐車料の補助があります
申込と詳細　①東保健相談セン
ター☎ 058-379-7888 ②健康管
理課☎ 058-383-1115

マタニティー広場3

　親子でブラッシングを楽しんで
いますか。歯磨きのコツについて
お話します。
期 日・場 所　 ▽ 2 月 15 日（ 木 ）
＝東保健相談セ
ンター（鵜沼羽
場 町 2） ▽ 22
日（木）＝総合
福祉会館（那加
桜町 2）
受付時間　9:30 ～10:00（9:00 ～
整理券配布）
対象　平成 28 年 2 月の出生児

▽ 15 日＝鵜沼地区 ▽ 22 日＝那
加・稲羽・川島・蘇原地区
内容　ブラッシング指導、幼児
期の食事・栄養・育児などの相談
持参品　子どもの歯ブラシ、コ
ップ、タオル、母子健康手帳、
歯の健康手帳、2 歳児歯科教室
問診票（記入済みのもの）
備考　駐車料の補助があります
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15、東保健相談センター☎ 058-
379-7888

2 歳児歯科教室

　言葉や行動に心配のある幼児
の相談を行います。
日時・場所　 ▽ 2 月 2 日（金）＝
総合福祉会館（那加桜町 2） ▽

9 日（金）＝東保健相談センター
（鵜沼羽場町 2）　9:30 ～ 11:00

備考　 ▽予約が必要です ▽駐車
料の補助があります
申込と詳細　健康管理課☎ 058-
383-1115、東保健相談センター
☎ 058-379-7888

ことばの相談

　お子さんの成長を、自分で確
認してみませんか。
期 日・場 所　 ▽ 2 月 16 日（ 金 ）
＝総合福祉会館（那加桜町 2）

▽ 28 日（水）＝東保健相談セン
ター（鵜沼羽場町 2）
受付時間　9:30～10:30 
対象　乳幼児
内容　身体計測、育児相談
持参品　母子健康手帳
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15、東保健相談センター☎ 058-
379-7888

のびのび測定

医療機関 医療機関 詳細

休日に
急病のとき

2 月の休日急病診療所
☎ 058-383-9151（時間内）

那加桜町 2、総合福祉会館内／ 4 日（日）・11 日（日）・12 日（月）・
18 日（日）・25 日（日）
いずれも 9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 15:30 ／内科・小児科

2 月の歯科救急当番

2月4日（日）／あさひ歯科クリニック☎058-384-0418／鵜沼朝日町 4
2 月 11 日（日）／恩田歯科☎ 058-389-0053 ／尾崎北町 7
2 月 12 日（月）／ふかざわ歯科☎ 058-379-0321 ／鵜沼西町 1
2 月 18 日（日）／堀田歯科☎ 058-383-4125 ／蘇原瑞穂町 5
2 月 25 日（日）／又井歯科医院☎ 058-389-4688 ／蘇原希望町 1
いずれも 9:00 ～ 15:00（開設日の診療時間中のみ )

夜間に
お子さんが
急病のとき

小児夜間急病センター
☎ 058-251-1101

岐阜市鹿島町 7-1（岐阜市民病院内）／月～土曜日（祝日を除く）
19:30 ～ 23:00 ／小児科（対象は 15 歳以下）

岐阜市休日急病センター
☎ 058-253-7277（時間内）

岐阜市鹿島町 7-1（岐阜市民病院内）／日曜日・祝日・年末年始
19:00 ～ 23:00（受付は 22:30 まで）／内科・小児科

小児急病センター
☎ 058-246-1111

岐阜市野一色 4-6-1（岐阜県総合医療センター救急外来）
小児科（対象は 15 歳以下）

電話で案内 救急医療情報センター
☎ 058-382-3799

年中無休 24 時間対応。症状に応じて医療機関を電話で案内します。
情報提供後、マイカーなどで受診してください。

受診の際は、保険証、後期高齢者医療被保険者証、福祉医療費受給者証、健康手帳などを持参してください。

休日や夜間などの
急病のときは

　リズムに合わせ
てストレッチや軽
い 運 動 を 行 い ま
す。口の筋力向上
や頭の活性化が期
待できます。
　事前申込や費用は不要で、1
回のみの参加も可能です。
日時・場所　 ▽ 2 月 9 日（金）・
23 日（金）　10:00 ～ 11:30 ＝那
加福祉センター（那加雲雀町） ▽

2 月 2 日（金）・16 日（金）10:00 ～
11:30 ＝陵南福祉センター（鵜沼
朝 日 町 2） ▽ 2 月 5 日（月）・19
日（月）　13:00 ～ 14:30 ＝各務福
祉センター（各務おがせ町 5）
対象　65 歳以上の方
定員　各 30 人（当日申込順）
持参品　運動できる服装、室内
用運動靴、タオル、飲み物、生
涯学習手帳（お持ちの方）
詳細　高齢福祉課☎ 058-383-21
24

ご参加ください
「歌って元気塾」

日時　2 月 3 日（土）　　13:30 ～
15:00
場所　飛鳥美谷苑  （那加西市場
町 7）
対象　介護に興味がある方
講師　古田大・理学療法士
内容　健康体操
申込と詳細　飛鳥美谷苑☎ 058-
371-3081

介護者交流会

期日　2 月 23 日までの月・水・
金曜日（祝日を除く）
受付時間　13:20 ～ 14:00
場所　東海中央病院 2 階健康管
理センター（蘇原東島町 4）
対象　市に住民登録があり、受
診時に満 40 歳以上の女性。た
だし、次に該当する方は不可①
職場などで受診する機会がある
②乳房に関する病気で治療中ま
たは経過観察中③乳がんで既往
歴がある、または治療中、経過
観察中④妊娠中、授乳中、断乳
後 1 年を経過していない⑤ペー
スメーカーなど医療機器を上半
身に装着⑥豊胸術を受けた⑦こ
の１年以内にマンモグラフィ検
査受診済（昨年度市の乳がん検
診を受けた方は不可）
定員　1 日 35 人（申込順）
内容　問診、乳房エックス線検
査（マンモグラフィ）
費用　1500 円（当日支払）
備考　生活保護世帯の方は無料
になります。検診前に下記へお
問い合わせください
申込と詳細　2 月 10 日までに、
電話などで健康管理課☎ 058-
383-1115

受付期間延長中
乳がん検診

　実施期間を 1 月 31 日まで延
長します。接種をする際は、市
内指定医療機関にご連絡の上、
お出かけください。
費用　1500 円
備考　対象、持参品など詳細は
お問い合わせください
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15

高齢者インフル
エンザ予防接種
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　空き家活用プロジェクト「暮ら
し DIY リノベ」は、金融機関と連
携して、空き家の持ち主と借り手
を新しい形でつなぐ、全国初のプ
ロジェクト。事業のプロデューサーや、実際に空き
家を活用してお店を開いた方をゲストに招き、各務
原だからこそできる「暮らし方」をうかがいます。
日時　1 月 27 日（土）　15:00 ～ 17:00
ゲスト　末永三樹（ミユキデザイン）、平工顕太郎（ゆ
いのふね）

　「ちょっといい暮らし」を提案する「KOC  NEST」
企画。記念すべき初回は、大谷典子・ペーパーデコ
レーション協会認定講師による「愛がいっぱい、ほっ
こりカード作り」です。バレンタインデーの贈り物
にピッタリです。
日時　1 月 23 日（火）　13:00 ～ 17:00（作業時間は
約 30 分）
費用　500 円（材料費含む、当日支払）
備考　予約の方を優先
申込　電話などで、かかみがはらオープンクラス

　「イオンモール各務原」と
「 か か み が は ら 暮 ら し 委 員

会」、市が協働した地域密着
企画。皆さんからご応募いた
だいた、各務原の魅力がつ
まった A1 サイズの巨大本が完成しました。
　皆さんの「お気に入り」がたくさんつまった魅力
いっぱいの本を、かかみがはらオープンクラスに展
示します。市内の人気店や見どころが満載の 1 冊を、
ぜひご覧ください。
期間　1 月 31 日まで　10:00 ～ 19:00

トークイベント
「暮らしの中に DIY を。LET'S  リノベ！」

KOC  NEST「ちょっといいアメリカン
スタイルカード作り」

各務原の魅力いっぱいの巨大本
「かかみがはら散歩」を展示

☎ 058-382-1194

■三木先生が語る各務原市の文学
　十辺舎一九「木曽街道　続膝栗毛」各務原編
日時　2 月 21 日（水）　9:30 ～ 11:30
定員　70 人（申込順）
講師　三木秀生
費用　300 円（受講料）
申込　1 月 23 日　9:30 ～、費用を持参し、直接東
ライフデザインセンター
■初めてのゴルフ
　ゴルフに興味ある方、始めたい方のための講座で
す。クラブの持ち方、ルールなど基礎から学びます。
日時　2 月 24 日、3 月 3 日・10 日・17 日　いずれ
も土曜日　10:00 ～ 11:45（全 4 回）
場所　ニッケゴルフ倶楽部岐阜センター（鵜沼各務
原町 8）
定員　12 人（抽選）
講師　坂英男・レッスンプロ
費用　受講料 1200 円、ボール代など 1 回 800 円程度
申込　1 月 27 日　9:30 ～、費用を持参し、直接東ラ
イフデザインセンター（9:30 時点で定員を超えた
場合はその場で抽選）

C
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新しい年、新しいことを
始めてみませんか？

西ライフデザインセンター
☎ 058-383-1121

〒 504-0912 那加桜町 2-186 産業文化センター 4 階
㊡祝日
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親子でホームメイド
チョコレートケーキを作ってみよう

　今年のバレンタインデーは、
心のこもった「手作り」を贈り
ませんか？親子でおしゃべりし
ながら仲良く作る「ハート型」
のチョコレートケーキです。
日時　2 月 4 日（日）　9:30 ～ 11:30
対象　小学 3 年生以上の子どもと保護者
定員　6 組（抽選）
講師　日比野聡子
費用　1 組 800 円（材料費、当日支払）
持参品　エプロン、三角巾、筆記用具、台布巾、皿
布巾、ごみ袋、ラップ、手拭きタオル、持帰用容器
申込　1 月 24 日（必着）までに、件名を講座名にし
て、「参加者の氏名、年齢、住所、電話番号」を明記
し、メール n_life@city.kakamigahara.gifu.jp または、
直接西ライフデザインセンター

川島ライフデザインセンター
☎ 0586-89-3686

〒 501-6025 川島河田町 1028-1
㊡月曜日、祝日
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短期講座
「ほんのり甘く  春の和菓子作り」

　いちご大福をはじめ、家庭
でも気軽に作れて季節を感じ
られる和菓子作りを、和菓子
職人に基本から伝授していた
だきます。
日時　2 月 22 日（木）　10:00 ～ 13:00
場所　川島健康福祉センター調理室（川島松原町）
対象　成人
定員　20 人（申込順）
講師　信田充康・「餅信」代表取締役社長
費用　900 円（材料費含む）
申込　1 月 18 日　10:00 ～、費用を持参し、直接川
島ライフデザインセンター

東ライフデザインセンター
☎ 058-384-0507

〒 509-0145 鵜沼朝日町 3-163-2
㊡月曜日、祝日
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特別短期講座　「親子で楽しく♪
ダンス！ダンス！ダンス！」

　リトミックから 1 歩進んで、振り付けを覚えてダ
ンスをしましょう。みんなで踊ると、きっと楽しい！
日時　2 月 10 日・17 日・24 日　いずれも土曜日
13:00 ～ 14:30（全 3 回）
対象　園児と保護者
定員　15 組（抽選）
講師　佐藤小夜子
費用　900 円（受講料）
備考　託児あり（希望者は申込時にお知らせください）
申込　1 月 28 日までに、「講座名、住所、電話番号

（緊急連絡先）、参加者の氏名（子どもはひらがなで）、
年齢、性別」を明記し、メール higashilife@city.kak
amigahara.gifu.jp または直接、東ライフデザインセ
ンター

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8
㊡月曜日、祝日

中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820
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夫婦でチャレンジ！講座
「腸活！塩麹シューマイと酒粕ケーキ」

　おいしくって、簡単で、
体にもいい！発酵食材を
使った「腸活ランチ」で、
お腹から健康を考えま
しょう。
日時　2 月 18 日（日）　
10:00 ～ 13:00
対象　成人
定員　24 人（夫婦の申込を優先し、抽選）
講師　鈴木やよい・発酵料理研究家
費用　1 人 1100 円（受講料 300 円、材料費 800 円）
申込　2 月 6 日（必着）までに、「講座名、参加者
全員の氏名、年齢、住所、電話番号」を明記し、メー
ル chuolife@city.kakamigahara.gifu.jp または往復は
がきで中央ライフデザインセンター（窓口申込の場
合は、はがき 1 枚持参）
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親子でチャレンジ！講座
「たまねぎの皮でキッチン染め」

　野菜くずとして捨てて
しまうタマネギの皮で、
ハンカチを染めてみま
しょう。輪ゴムしぼりな
どで模様をつけて、オリ
ジナル作品を作ります。
日時　2 月 25 日（日）　13:30 ～ 15:30
対象　年少～小学生の子どもと保護者
定員　24 人（抽選）
講師　井戸えり・染織家
費用　受講料 300 円（大人のみ）、材料費 1 セット
700 円
持参品　タマネギの皮 5 個分
申込　2 月 13 日（必着）までに、「講座名、参加者
全員の氏名、年齢（子どもは学年も）、住所、電話番号、
希望するセット数」を明記し、メール chuolife@
city.kakamigahara.gifu.jp または往復はがきで中央
ライフデザインセンター（窓口申込の場合は、はが
き 1 枚持参）

〒 509-0943 那加萱場町3-8 イオンモール各務原2 階
㊡なし

かかみがはらオープンクラス
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カルチャー カルチャー

S
TA
G
E 文化ホールの

コンサート / イベント

市民会館・文化ホール
☎ 058-389-1818

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8
㊡月曜日（祝日を除く）

■音楽発表会
日時　1 月 28 日（日）　① 10:00 ～（開場 9:45）② 12:30
～（開場 12:15）
場所　文化ホール
詳細　キルシェ総合教育研究所☎ 090-7314-0110
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親子で参加できます！
「糸をつむいでしおりを作ろう」

内藤記念くすり博物館
☎ 0586-89-2101

〒 501-6195 川島竹早町 1
㊡月曜日

　内藤記念くすり博物館の薬草園で栽培した綿か
ら、糸を紡ぎオリジナルのしおりを作ります。費用
は無料で、親子で参加できます。お気軽にご参加く
ださい。
日時　1 月 27 日（土）　13:30 ～ 15:30
定員　20 人（申込順）
講師　日下部信幸・綿研究家
申込　1 月 16 日～、電話で内藤記念くすり博物館

中央図書館
☎ 058-383-1122

B
O
O
K あなたのまちへ図書館がやってくる

移動図書館車さつき号巡回日程

■中央図書館　 ▽ 冬季オリンピック本展＝ 1 月 27
日～ 2 月 18 日 ▽防災ボランティアの本展＝ 3 月 11
日まで
■川島ほんの家　 ▽ぬくぬくぽかぽか＝ 1 月 27 日
～ 2 月 18 日
■中央ライフデザインセンター図書室　 ▽ 美味しい
本＝ 1 月 27 日～ 2 月 22 日（1 月 24 日は休館）
■もりの本やさん　 ▽ 冬のイベントを楽しもう、世
界を知ろう！＝ 2 月 22 日まで（1 月 25 日は休館）

B
O
O
K 旬の本・話題の本を展示

図書館展示コーナー

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 1/15・22・26・29、2/5・13・14・19 ～ 23・26

期日 場所・時間（滞在時間は 30 分・※は 40 分）
2月
1日
（木）

真墨田神社（9:40 ～）、貞照寺（10:30 ～）、加佐美
神社（13:40 ～）、おがせ公園（14:30 ～）

2 日
（金）

つつじが丘ふれあいセンター①（9:40 ～）、鵜沼台
中央公園（10:30 ～）、尾崎市民サービスセンター
前（13:40 ～）、桐野町ふれあいセンター※（14:20 ～）

6 日
（火）

清住町公民館（9:40 ～）、月丘団地西側（10:30 ～）、
JA 西市場跡地（13:40 ～）、尾崎公園※（14:20 ～）

7 日
（水）

鵜沼東福祉センター（9:40 ～）、新鵜沼台コミュニ
ティセンター①※（10:20 ～）、稲羽東福祉センター

（13:40 ～）、東ライフデザインセンター① ※（14:20 ～）

8 日
（木）

川島笠田町公民館（9:40 ～）、川島市民サービスセ
ンター※（10:20 ～）、大佐野町公民館（13:40 ～）、
三井山官舎①※（14:20 ～）

9 日
（金）

東山ニュータウンふれあい集会所（9:40 ～）、三ツ池町
３丁目（ヴァンデュール各務原前）（10:30 ～）、成清
町公民館（13:40 ～）、稲羽西福祉センター ※（14:20 ～）

15 日
（木）

稲羽地区体育館（9:30 ～）、琴が丘ふれあい会館 ※
（10:20 ～）、丸子町ふれあいセンター（13:40 ～）、

鵜沼福祉センター（14:30 ～）

16 日
（金）

弓道場※（9:30 ～）、松が丘松田公園（10:30 ～）、
つつじが丘ふれあいセンター②※（13:40 ～）、中
山道鵜沼宿駐車場（14:30 ～）

27 日
（火）

出前図書館（依頼募集中）、柿沢ふれあいセンター
（14:30 ～）

28 日
（水）

那加地区体育館（9:30～）、東ライフデザインセンター②
※（10:20～）、各務原区コミュニティセンター（13:30～）、
新鵜沼台コミュニティセンター②※（14:20 ～）

3 月
1 日
（木）

三井山官舎②※（9:40 ～）、稲羽ふれあいセンター
（10:30～）、そはらふれあいセンターそらーら※（13:30

～）、各務福祉センター（14:30 ～）

2 日
（金）

大伊木町ふれあいセンター（9:40 ～）、鵜沼南町会
館（10:30 ～）、大野町公民館（13:30 ～）、慈光園
※（14:20 ～）

　移動図書館「さつき号」は、最大 3000 冊の本を
載せて、市内 41 カ所のステーションを月に１回ま
たは２回巡回します。
　貸出に必要な利用カードは、そ
の場で発行します。1 人 30 冊ま
で、約 1 カ月間借りることができ
ます。ぜひ一度、お近くのステー
ションへお越しください。

■ 2 月のプラネタリウム
日時　2 月 18 日（日）　10:00 ～ 11:00、24 日（土）　
18:30 ～ 19:30
内容　今日の星空と星座物語、ビッ
クバン～宇宙に始まりがあった～
費用　100 円
備考　途中入場はできません
■ 2 月の天体観察会
日時　2 月 24 日（土）　19:30 ～ 20:30（雨天・曇天
時は中止）
内容　冬の星座、月、プレアデス星団などの観察
備考　天候や参加人数により、早めに終了すること
があります

■企画展「そのなまえヘンテコリン」
　ユニークな名前がつけられた生き物が大集合！
期間　4 月 8 日（日）まで

　身近な里山「伊木山」に登ってみませんか。冬の
澄み切った空のもと、元気に歩いてかぜに負けない
体をつくりましょう。体力や目的にあわせてコース
を 3 つ設定しました。自然の家の所員が一緒に歩き
ます。お一人でも気軽にご参加ください。
日時・内容　① 2 月 14 日（水）　9:30 ～ 12:15 ＝上
級コース（3.5km、約 150 分）② 15 日（木）　9:30 ～
11:00 ＝中級コース（1.9km、約 75 分）③ 16 日（金）
9:30 ～ 11:15 ＝自然散策コース（1.0km、約 90 分）
定員　各 20 人（申込順）
持参品　飲み物、タオル、帽子
申込　1 月 16 日　9:00 ～ 2 月 10 日　17:00 に、「氏
名、電話番号、参加日、人数」を、電話で少年自然の家
備考　 ▽雨天中止 ▽年少児未満の参加不可 ▽歩く速
さで解散時間は前後します

少年自然の家
☎ 058-370-5280

☎ 0586-89-8200

N
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星空を見てみよう
2 月のプラネタリウム・天体観察会

自然体験活動「歩いて健康！
第 2 回伊木山トレッキング」

楽しい企画が盛りだくさん！
1 月のイベントプログラム

　健康運動指導士の方に来ていただき、健康な体づ
くりを目的とした実技を行います。運動に関する知
識や方法を学びながら、楽しく体を動かしませんか。
日時　2 月 21 日（水）、23 日（金）　9:30 ～ 11:30
定員　各 20 人（申込順）
持参品　運動のできる服装、室内運動靴、飲み物、
タオル
申込　1 月 16 日　9:00 ～ 2 月 18 日　17:00 に、「氏
名、電話番号、参加日、人数」を、電話で少年自然の家
備考　 ▽ 2 日間の参加も可 ▽年少児未満の入場不可

C
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健康が 1 番！
元気に体を動かそう !! 健康教室講座

　飯ごうで焼くパン作り体験と、和紙のよさ、和紙
作りの楽しさを味わう紙すき体験を行います。
日時　3 月 4 日（日）　9:00 ～ 15:30
対象　年少～大学生の子どもを含
む、2 人以上の家族（年少児未満
の参加不可）
定員　15 家族（抽選）
費用　大人 1350 円、子ども 1000 円
申込　2 月 17 日（必着）までに、「代表者の氏名、
ふりがな、性別、郵便番号、住所、電話番号、参加
人数、申込者全員の氏名・ふりがな・年齢（3 月 4
日現在）・性別、キャンセル待ちをするか否か」を
明記し、はがきで少年自然の家。または少年自然の
家ウェブサイト内にある申込専用フォーム
備考　 ▽応募は 1 家族 1 口 ▽抽選結果は、締め切り
後 1 週間をめどに郵送でお知らせ ▽パン作りでは、
食堂からジャム、バター、スープ、からあげ、ハッ
シュドポテト、フルーツを提供
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ファミリーデー③「飯ごうを使って、
おいしい手作りパンを焼いてみよう」

〒 509-0143 鵜沼小伊木町 4-213
㊡月曜日、祝日

〒 501-6021 川島笠田町 1453
㊡ 2/13、3/12

■ものづくりワークショップ
　「おさかなミニカイトをつくろう！」
　生き物の姿をかたどった、オリジナルのミニカイ
トを作ります。
日時　2 月25 日までの土・日曜日、祝日　12:00～16:00
費用　200 円（別途入館料が必要）

世界淡水魚園水族館 アクア・トト ぎふ
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み ん な 集 合

ご紹介する団体・サーク
ルを募集しています！
詳細は広報課☎ 058-
383-1111（内線 2151）
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ン
タ
イ

ム
で
、
い
ろ
ん
な
学
年
の
子
と

仲
良
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
私
に
と
っ
て
ニ
コ
リ
ン
タ

イ
ム
は
、
時
間
は
短
い
け
れ

ど
、
い
ろ
ん
な
学
年
の
子
と
仲

良
く
な
れ
る
元
気
の
素
の
時
間

で
す
。

文
・
６
年　

脇
田
愛あ

い

莉り

さ
ん

元気の素
もと

 ニコリンタイム
陵南小学校

　

地
域
の
安
全
を
守
る
こ
と
、

そ
れ
が
私
た
ち
の
活
動
で
す
。

子
ど
も
や
地
域
住
民
か
ら
「
変

な
人
が
い
て
怖
い
」
と
い
う
話

を
耳
に
し
た
こ
と
が
、
こ
の
活

動
の
き
っ
か
け
で
す
。

　

平
成
17
年
に
自
治
会
有
志
で

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
発
足
。

地
域
、
特
に
子
ど
も
の
安
全
を

守
ろ
う
と
、
通
学
路
や
駅
、
公

園
な
ど
で
の
立
哨
・
パ
ト
ロ
ー

ル
を
始
め
ま
し
た
。
平
成
18
年

に
は
「
県
安
全
安
心
ま
ち
づ
く

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」に
登
録
し
、

通
学
路
に
加
え
、
車
の
多
い
交

差
点
や
踏
切
な
ど
の
危
険
な
場

所
に
毎
日
隊
員
が
立
ち
、
子
ど

も
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
は
自
治

会
・
警
察
・
小
中
学
校
と
連
絡

を
取
り
合
い
、
通
学
路
の
草
刈

り
、
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
も
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
で
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
育
成
会
を
は

じ
め
各
団
体
の
行
事
に
も
参
加

し
、
３
カ
月
に
1
回
、
隊
員
全

員
が
集
う
「
全
隊
会
」
で
は
、

意
見
交
換
な
ど
を
し
な
が
ら
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
か
ら
は
羽
場
地
区

だ
け
で
な
く
、
鵜
沼
第
一
小
学

校
区
に
活
動
範
囲
を
拡
大
。
犯

罪
の
抑
止
力
に
な
れ
ば
と
、
警

察
の
許
可
を
受
け
、「
青
パ
ト
」

で
校
区
全
域
を
回
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
治
安
も

少
し
ず
つ
良
く
な
っ
て
き
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
に
は
、
パ
ト
ロ
ー

ル
対
象
地
域
を
鵜
沼
中
学
校
区

に
広
げ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、

地
域
の
安
全
と
子
ど
も
の
安
全

の
た
め
、
隊
員
一
同
で
力
を
合

わ
せ
て
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

詳
細　

羽
場
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
・
舩
坂
☎
０
５
８
（
３
８
４
）

１
７
６
３

羽場防犯
パトロール隊

　
「
ニ
コ
リ
ン
」
は
陵
南
小
学

校
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。
そ

し
て
、
陵
南
小
学
校
で
は
委
員

会
の
集
会
や
児
童
会
、
縦
割
り

集
団
の
活
動
に
「
ニ
コ
リ
ン
」

の
名
前
が
つ
い
て
い
ま
す
。
縦

割
り
集
団
で
遊
ぶ
時
間
は
「
ニ

コ
リ
ン
タ
イ
ム
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。　

　

１
学
期
初
め
て
の
ニ
コ
リ
ン

タ
イ
ム
、
大
縄
跳
び
の
練
習
が

始
ま
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。
う

ま
く
跳
べ
な
く
て
困
っ
て
い
た

１
年
生
の
子
に
「
い
っ
せ
ー

の
ー
で
」「
ド
ン
マ
イ
」
な
ど

声
を
か
け
て
、
跳
べ
な
く
て
も

次
跳
べ
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し

た
。
他
の
学
年
の
子
も
、
１
年

尾﨑喜代子さん｜「全日本シニアバドミントン選手権大会」優勝

　

昨
年
11
月
、
石
川
県
で
開
催

さ
れ
た
「
全
日
本
シ
ニ
ア
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
選
手
権
」。
各
県
の

代
表
が
集
い
、
年
代
ご
と
に
頂

点
を
決
め
る
全
国
大
会
で
、
新

鵜
沼
台
の
尾
﨑
喜
代
子
さ
ん
が

優
勝
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。

　

尾
﨑
さ
ん
が
出
場
し
た
の

は
、「
75
歳
以
上
女
子
ダ
ブ
ル

ス
」
と
「
同
混
合
ダ
ブ
ル
ス
」

の
２
種
目
。
３
日
間
に
わ
た
る

大
会
に
、「
今
年
こ
そ
絶
対
に

優
勝
す
る
」
と
い
う
強
い
意
気

込
み
で
臨
ん
だ
と
い
う
。

　

実
は
、
尾
﨑
さ
ん
の
大
会
挑

戦
は
、今
回
で
10
年
目
と
な
る
。

毎
年
、
大
会
の
推
薦
枠
で
出
場

す
る
も
、
準
決
勝
の
厚
い
壁
に

阻
ま
れ
、
最
高
で
３
位
と
苦
い

思
い
を
味
わ
っ
て
き
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
大
会
初
日
。

「
優
勝
を
狙
え
る
」
と
前
評
判

が
高
か
っ
た
混
合
ダ
ブ
ル
ス
で

ま
さ
か
の
１
回
戦
敗
退
。
落
ち

込
む
暇
も
な
い
ま
ま
女
子
ダ
ブ

ル
ス
に
臨
ん
だ
。
し
か
も
今
大

会
の
ペ
ア
は
、
今
回
初
め
て
組

む
県
外
の
選
手
で
、
一
緒
の
練

習
も
数
え
る
ほ
ど
し
か
で
き
な

か
っ
た
。
不
安
材
料
だ
ら
け
の

崖
っ
ぷ
ち
の
状
況
、
苦
戦
続
き

の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
、
尾
﨑
さ

ん
の
ペ
ア
は
一
つ
一
つ
勝
ち
進

ん
で
い
っ
た
。

　

そ
し
て
因
縁
の
準
決
勝
、
開

始
早
々
に
そ
れ
は
起
こ
っ
た
。

右
ふ
く
ら
は
ぎ
の
肉
離
れ
。
軽

度
な
が
ら
、
激
し
い
痛
み
が
尾

﨑
さ
ん
を
襲
う
。
辛
く
も
勝
利

を
収
め
、
応
急
処
置
を
す
る
も

痛
み
は
な
く
な
ら
な
い
。だ
が
、

「
痛
が
れ
ば
、
ケ
ガ
人
の
私
が

狙
わ
れ
て
負
け
る
」
と
、
普
段

ど
お
り
の
プ
レ
ー
を
誓
い
、
決

勝
戦
に
臨
ん
だ
。

　

尾
﨑
さ
ん
が
10
年
間
待
ち
続

け
た
決
勝
戦
の
舞
台
、だ
が「
不

思
議
と
焦
り
は
な
か
っ
た
」。

痛
み
を
こ
ら
え
、
第
１
シ
ー
ド

の
強
豪
を
相
手
に
フ
ル
セ
ッ
ト

の
末
、
逆
転
勝
ち
を
収
め
た
。

　
「
念
願
の
優
勝
に
、
ホ
ッ
と

し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
を
見
せ

る
尾
﨑
さ
ん
。
年
齢
を
感
じ
さ

せ
な
い
そ
の
強
さ
に
、
勇
気
づ

け
ら
れ
る
思
い
が
し
た
。

OZAKI Kiyoko
高校からバドミントンを始め、3
年生で高校総体にも出場。週 1 回、
山県市で練習に励む。写真も趣味。

「絶対に負けられない」。強い思いでつかんだ栄冠

２
月
の
あ
か
ち
ゃ
ん
あ
つ
ま
れ

　

お
子
さ
ん
と
の
遊
び
や
、
お

母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
し
ま
せ

ん
か
。
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時
・
場
所　
▽
２
月
14
日（
水
）

＝
か
わ
し
ま
▽
16
日（
金
）＝
さ

く
ら
▽
19
日（
月
）＝
う
ぬ
ま
▽

20
日（
火
）＝
あ
さ
ひ
・
そ
は
ら

い
ず
れ
も
14

時
～
15
時

対
象　

1
歳

未
満
の
お
子

さ
ん
と
そ
の

保
護
者

子
ど
も
同
士
の
関
わ
り

　

子
ど
も
館
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん

や
幼
児
、
小
学
生
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
が

遊
び
に
来
ま
す
。

　

自
分
と
異
な
る
年
齢
の
子
と

関
わ
る
こ
と
で
、
小
さ
い
子
は

年
上
の
子
の
遊
び
を
見
て
興
味

や
関
心
を
広
げ
、
大
き
い
子
は

年
下
の
子
を
思
い
や
る
気
持
ち

を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

保
健
の
日

　

年
４
回
、
保
健
師
に
よ
る
健

康
に
関
す
る
講
話
を
行
い
ま

す
。
２
月
は
「
こ
と
ば
の
な
り

た
ち
」
の
話
で
す
（
開
催
日
は

各
館
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

　

保
健
師
に
よ
る
、
発
達
や
離

乳
食
に
関
す
る
相
談
も
行
っ
て

い
ま
す
。
あ
さ
ひ
・
そ
は
ら
・

か
わ
し
ま
子
ど
も
館
は
毎
月
1

回
、
さ
く
ら
・
う
ぬ
ま
子
ど
も

館
は
随
時
受
け
付
け
、
保
健
師

に
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。
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作

　・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

グッジョブ！
市内でイキイキと働く、「グッジョブ！」
な皆さんをご紹介するコーナーです。

　11 月 23 日、各務おがせ町の村国座で、「中村
獅童による歌舞伎の見方」が開催されました。
【市民カメラマン：松田匠市さん】
「中村獅童による歌舞伎の見方」が村国座で行わ
れました。2回公演で、各 200 人のお客さんが来
場していました。太鼓や小道具を使ったさまざま
な音の表現の説明や、小学生への歌舞伎の演技指
導、お客さん参加の隈取り体験など、歌舞伎の魅
力を教えていただきました。

日ごろの感謝の思いを込めて

イルミネーションで白く輝く、並木道 無事故で年末、笑顔で年始

特別支援学校が座布団寄贈

学びの森イルミネーション 年末の交通安全県民運動

「中村獅童による歌舞伎の見方」

　12 月 11 日に、各務原特別支援学校の生徒が名
鉄新鵜沼駅を訪問し、座布団の寄贈と、ベンチ周
りの清掃を行いました。
　座布団の寄贈は、普段利用している駅への感謝
と地域貢献のために、昭和 61 年の開校時から行
われています。寄贈した座布団は、作業学習縫製
班の生徒が手作りしたもの。班長の稲葉寿

じ ゅ り

璃さん
は、「駅を利用する皆さんに、ホッとして喜んで
もらいたい」と、座布団を席に並べていました。

　学びの森から那加福祉センターまで続く「学び
の森プロムナード」。イチョウやメタセコイヤが約
300m に渡って続くこの並木道は、毎年この季節
になると、約 20 万球のイルミネーションで彩ら
れます。イルミネーションの点灯は、1 月 31 日
まで、並木道が白く輝く光に包まれます。
　家族で訪れていた方は、「きれいな光に、心が
洗われます。ぜひまた来たいです」と、イルミネー
ションに目を奪われていました。

　日没時間が早く、気持ちも慌ただしくなる年末
は、交通事故が増加する季節。毎年この時期には、
啓発活動を行い、交通安全を呼びかけています。
　12 月 12 日には、学びの森東のけやき通りで啓
発チラシ・グッズを配布。市交通安全対策協議
会をはじめ関係団体の皆さんが、「気ぃつけて、
キャーロット（帰ろっと）」の意味を込めて市特
産のニンジンなどを手渡しました。受け取ったド
ライバーは、笑顔で交通安全を誓いました。

し
て
い
っ
た
ん
は

小
四
郎
を
諫い

さ

め
る

が
、
結
局
は
小
四

郎
の
熱
い
思
い
に

心
を
打
た
れ
行
動

を
共
に
す
る
。

　

幕
府
側
は
天
狗

党
の
動
き
に
対
し

て
当
然
な
が
ら
黙
認
は
出
来
ず
、
進
路
に
あ

た
る
藩
に
追
討
令
を
出
す
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
の
藩
は
い
ず
れ
も
小
藩
で
武
力
も
弱
く

真
っ
向
か
ら
交
戦
す
る
力
が
な
い
。
あ
る
藩

は
戦
う
振
り
を
し
た
だ
け
で
通
過
を
許
し
、

通
り
過
ぎ
て
か
ら
鉄
砲
を
放
ち
一
応
交
戦
し

た
こ
と
に
し
て
幕
府
へ
報
告
し
て
い
る
。
ま

た
、
あ
る
藩
で
は
事
前
に
交
渉
し
秘
密
裡
に

軍
資
金
を
渡
し
、
藩
内
は
何
事
も
な
く
早
々

に
通
過
し
て
も
ら
う
方
策
を
取
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
敢
然
と
交
戦
し
た
藩
も
あ
っ
た
。

一
つ
は
上
州
下
仁
田
で
追
討
軍
は
高
崎
藩
。

も
う
一
つ
は
信
州
和
田
峠
で
追
討
軍
は
松
本

藩
だ
っ
た
。
い
ず
れ
も
壮
絶
な
戦
い
が
繰
り

広
げ
ら
れ
両
軍
合
わ
せ
て
数
十
人
の
犠
牲
者

が
出
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　

― 

つ
づ
く

14

　

天
狗
党
は
水
戸
藩
内
の
軽
格
武
士
を
中
心

と
す
る
集
団
で
、
藩
主
徳
川
斉
昭
の
藩
政
改

革
を
機
に
登
場
し
た
尊
王
攘
夷
の
思
想
を
旗

印
に
し
た
急
進
派
で
あ
る
。
当
時
、
京
に
滞

在
し
て
い
た
一
橋
慶よ

し
の
ぶ喜
（
水
戸
藩
主
徳
川
斉

昭
の
子
・
後
の
徳
川
宗
家
十
五
代
将
軍
）
を

奉
じ
て
尊
王
攘
夷
の
志
を
訴
え
る
べ
く
筑
波

山
で
挙
兵
し
た
。
時
に
元げ

ん

治じ

元
年（
１
８
６
４
）

三
月
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

約
八
百
人
を
擁
し
た
一
行
は
大
砲
を
車
で

引
き
、
槍
や
鉄
砲
な
ど
の
武
具
を
そ
れ
ぞ
れ

携
え
日
光
東
照
宮
で
武
運
長
久
を
祈
願
し
、

上
州
か
ら
中
山
道
に
入
り
遠
路
京
を
目
指
し

て
い
た
。
中
心
人
物
は
武
田
耕こ

う
う
ん
さ
い

雲
斎
、
藤

田
小
四
郎
、
山
国
兵
部
ら
。
藤
田
小
四
郎
は

藤
田
東と

う

湖こ

（
水
戸
学
者
で
斉
な
り
あ
き
ら昭
の
信
頼
を
得

て
い
た
が
安
政
の
大
地
震
で
江
戸
に
お
い
て

圧
死
）
の
子
で
二
十
三
歳
。
東
湖
か
ら
受
け

継
い
だ
尊
王
攘
夷
の
思
想
か
ら
挙
兵
を
企
て

る
。
一
方
、
武
田
耕
雲
斎
は
そ
れ
を
軽
挙
と

【これまでのあらすじ】元治元年（1864）の秋。中山道52番目の宿場である鵜沼宿は、「天狗党という恐ろしい連中が鵜沼宿へ来る」
　　　　　　　　　　という噂でもちきりに。宿場内での相談の末、脇本陣の主である野口定兵衛は「太田宿へ行く」と決意し…

今
月
の
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
！
さ
ん

　

実
家
が
薬
局
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ず
っ
と

薬
剤
師
を
し
て
い
ま
し
た
。
約
10
年
前
、
ア
ロ

マ
と
出
会
い
、
そ
の
香
り
と
効
果
の
高
さ
に
驚

き
、
勉
強
し
て
ア
ロ
マ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

資
格
を
取
得
。
５
年
前
か
ら
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
し
て
、
効
果
の
あ
る
ア
ロ
マ
を
提
案
す
る

今
の
店
舗
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

相
談
に
訪
れ
る
方
は
、
不
眠
や
不
安
、
心
身

の
不
調
な
ど
そ
の
理
由
も
さ
ま
ざ
ま
。
ア
ロ
マ

は
、
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
多
様
な
効
果
が
あ

り
病
気
の
予
防
に
ピ
ッ
タ
リ
で
す
が
、
使
用
す

る
量
や
使
う
方
の
年
齢
、
特
定
の
疾
患
へ
の
影

響
な
ど
、
専
門
的
な
知
識
が
必
要
で
す
。
私
の

両
親
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
気
軽
に
ご
相
談

い
た
だ
き
、
地
域
の
方
が
「
調
子
が
悪
い
と
き

に
頼
れ
る
」
存
在
に
な
り
た
い
で
す
ね
。 小野木美佳さん

L
レ ス プ リ

’esprit  h
ハ ー ブ

erbe
（那加桜町）

（
写
真
上
）薬
剤
師
と
し
て
の
知
識
・

経
験
が
生
き
る（
下
）香
り
の
好
み
を

聞
き
、
効
果
の
あ
る
ア
ロ
マ
を
提
案

信濃
飛騨

伊那

妻籠

鵜沼

日当
蝿帽子峠

新保

越前

美濃
若狭若狭

近江近江

加賀

今庄今庄

（12月11日着）（12月11日着）

天狗党の西進行程

ウオッチ

WATCH

市民カメラマンフォトルポ市民カメラマンフォトルポ
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アクリル画
「七福神」

美術部に所属し、週に 2回、自由なテーマで自分の好き

な絵を描いています。この作品は、「平成 29 年度岐阜地

区高等学校美術展」で奨励賞をもらったものです。幸せを

呼ぶ「七福神」を、自分なりのデザインで描きました。絵

を描くときには「楽しむ」ことを大切にしています。これか

らもその気持ちを大切に、絵に取り組んでいきたいです。 森啓
た か き

生さん
（つつじが丘）

CITY
GALLERY

自分らしいタッチで描く「7 人の神様」

「各務原市公式 L
ラ イ ン

INE」で、子育て・イベント、
「元気ッズ」募集などの情報を逃さずゲット！

右のQRコードから、または
「@kakamigahara」で検索！

仲良く、健やかに大きくなってね。これから

もたくさん笑顔を見せてね。

（誠さん・実里さん、那加西市場町）

しっかり者の姉、甘えん坊の弟。これからも仲

良く、元気に成長してネ♪

（誠さん・祐衣さん、鵜沼宝積寺町）

柴田　凛
りんか

花ちゃん（H26.9.12 生）

             凌
りょうま

真ちゃん（H29.5.16 生）

大松　煌
きらと

人ちゃん（H23.9.10 生）

　　　実
みおり

織ちゃん（H27.6.5 生）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8088 人（男　7万 3218 人・女　7万 4870 人）

世帯｜ 5万 8818 世帯　　　　　平成 29 年 12 月 1日現在
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